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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第111期

第２四半期
連結累計期間

第112期
第２四半期
連結累計期間

第111期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 23,646,322 23,005,524 48,943,063

経常利益 (千円) 361,337 563,793 795,924

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(千円) 233,997 378,869 331,686

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 284,790 307,805 426,346

純資産額 (千円) 16,056,558 16,408,848 16,197,975

総資産額 (千円) 26,425,922 26,927,085 27,062,203

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 12.11 19.62 17.17

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 60.8 60.9 59.9

営業活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) 744,446 1,317,569 2,092,163

投資活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) △80,495 △674,798 △162,998

財務活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) △96,732 △96,795 △97,098

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(千円) 5,382,707 7,193,531 6,647,555
 

 

回次
第111期

第２四半期
連結会計期間

第112期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 1.75 6.33
 

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善により継続的に回復してはいるものの、金融

市場に世界的な混乱が見られることから、先行きは不透明な状況にあります。

配合飼料業界におきましては、主原料である米国産とうもろこしの価格は、豊作の見通しから軟調に推移しまし

た。大豆粕の相場も、作付け面積の拡大予想から軟調に推移しました。海上運賃も弱含みでした。

このような状況の中、当社は配合飼料価格の値下げを行いました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は230億５百万円（前年同期比2.7%減）となりました。利

益面につきましては、一層の合理化により利益率が改善したこと等から、営業利益は５億６百万円（前年同期比

69.7%増）となり、経常利益は５億63百万円（前年同期比56.0%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億78

百万円（前年同期比61.9%増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。  

飼料事業  

売上高は221億97百万円（前年同期比2.3%減）となり、セグメント利益（営業利益）は５億88百万円（前年同期

比5.3%増）となりました。

畜産事業

売上高は８億７百万円（前年同期比12.1%減）となり、セグメント利益（営業利益）は１億22百万円（前年同期

比11.2%減）となりました。

 

(2)財政状態の分析

(資産の部)

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ１億35百万円減少し、269億27百万

円となりました。これは、主に現金及び預金が５億45百万円、有形固定資産が５億32百万円増加したものの、受取

手形及び売掛金が11億94百万円減少したことによるものです。

 

(負債の部)

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ３億45百万円減少し、105億18百万

円となりました。これは、主に未払法人税等が１億69百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が４億62百万円

減少したことによるものです。

 

(純資産の部)

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ２億10百万円増加し、164億８百

万円となりました。これは、主に利益剰余金が２億82百万円増加したことによるものです。

 

EDINET提出書類

日和産業株式会社(E00454)

四半期報告書

 4/18



 

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、71億93百万円となり、前

連結会計年度末に比べ５億45百万円増加しました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状

況とその要因は次の通りであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は13億17百万円（前年同期得られた資金は７億44百万円）となりました。これは、

主に仕入債務が４億53百万円減少した一方、税金等調整前四半期純利益を５億63百万円計上し、売上債権が11億５

百万円減少したことによるものです。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は６億74百万円（前年同期使用した資金は80百万円）となりました。これは、主に

有形固定資産の取得による支出６億76百万円を計上したことによるものです。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は96百万円（前年同期使用した資金は96百万円）となりました。これは、主に配当

金の支払額96百万円によるものです。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(5)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は49百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 79,591,000

計 79,591,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年11月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,830,825 20,830,825
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000
株であります。

計 20,830,825 20,830,825 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年９月30日 ─ 20,830,825 ─ 2,011,689 ─ 1,904,186
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(6) 【大株主の状況】

平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

豊田通商㈱ 名古屋市中村区名駅４―９―８ 1,362 6.54

東北グレーンターミナル㈱ 青森県八戸市大字河原木字海岸24―４ 1,153 5.54

㈱カーギルジャパン 東京都千代田区丸の内３―１―１ 1,000 4.80

㈱みなと銀行 神戸市中央区三宮町２―１―１ 963 4.62

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２―７―１ 923 4.43

㈱三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１―１―２ 923 4.43

兵庫県信用農業協同組合連合会 神戸市中央区海岸通１ 849 4.08

三井住友海上火災保険㈱ 東京都千代田区神田駿河台３－９ 827 3.97

佐藤産業㈱ 神戸市東灘区住吉浜町18 535 2.57

パシフィックグレーンセンター
㈱

東京都千代田区神田美土代町７ 501 2.41

計 ― 9,036 43.38
 

(注)　上記のほか当社保有の自己株式が1,516千株(7.28％)あります。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   1,516,000

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 　19,274,000 19,274 ─

単元未満株式 普通株式      40,825 ― ─

発行済株式総数           20,830,825 ― ―

総株主の議決権 ― 19,274 ―
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権２個)含まれて

おります。
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② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）
日和産業株式会社

神戸市東灘区住吉
浜町19-５

1,516,000 ─ 1,516,000 7.3

計 ― 1,516,000 ─ 1,516,000 7.3
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,647,555 7,193,531

  受取手形及び売掛金 10,437,111 9,242,530

  商品及び製品 187,667 176,769

  仕掛品 376,637 430,433

  原材料及び貯蔵品 1,687,560 1,724,018

  その他 523,071 436,232

  貸倒引当金 △122,174 △163,085

  流動資産合計 19,737,428 19,040,430

 固定資産   

  有形固定資産 3,696,369 4,228,871

  無形固定資産 7,287 6,848

  投資その他の資産   

   長期貸付金 3,202,403 2,331,034

   破産更生債権等 2,183,692 3,134,320

   その他 1,474,021 1,406,580

   貸倒引当金 △3,239,000 △3,221,000

   投資その他の資産合計 3,621,117 3,650,935

  固定資産合計 7,324,774 7,886,655

 資産合計 27,062,203 26,927,085

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 4,987,810 4,525,756

  短期借入金 4,569,000 4,569,000

  未払法人税等 30,116 199,257

  賞与引当金 114,496 113,908

  その他 1,009,791 943,194

  流動負債合計 10,711,215 10,351,117

 固定負債   

  長期未払金 84,240 84,240

  債務保証損失引当金 45,791 36,856

  退職給付に係る負債 22,981 46,023

  固定負債合計 153,012 167,120

 負債合計 10,864,228 10,518,237

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,011,689 2,011,689

  資本剰余金 1,904,186 1,904,186

  利益剰余金 12,364,457 12,646,746

  自己株式 △294,839 △295,192

  株主資本合計 15,985,493 16,267,430

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 208,647 145,631

  繰延ヘッジ損益 3,834 △4,212

  その他の包括利益累計額合計 212,481 141,418

 純資産合計 16,197,975 16,408,848

負債純資産合計 27,062,203 26,927,085
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 23,646,322 23,005,524

売上原価 21,630,836 20,961,544

売上総利益 2,015,486 2,043,979

販売費及び一般管理費 ※1  1,717,056 ※1  1,537,640

営業利益 298,430 506,339

営業外収益   

 受取利息 46,543 34,200

 受取配当金 8,275 8,240

 為替差益 22,681 12,290

 その他 28,677 42,676

 営業外収益合計 106,178 97,408

営業外費用   

 支払利息 31,784 31,681

 その他 11,485 8,273

 営業外費用合計 43,270 39,954

経常利益 361,337 563,793

税金等調整前四半期純利益 361,337 563,793

法人税等 127,340 184,924

四半期純利益 233,997 378,869

親会社株主に帰属する四半期純利益 233,997 378,869
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 233,997 378,869

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 29,779 △63,015

 繰延ヘッジ損益 21,013 △8,047

 その他の包括利益合計 50,792 △71,063

四半期包括利益 284,790 307,805

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 284,790 307,805

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 361,337 563,793

 減価償却費 182,895 159,110

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 298,299 22,911

 賞与引当金の増減額（△は減少） △6,256 △588

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △28,582 23,042

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） - 9,479

 債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △8,934 △8,934

 受取利息及び受取配当金 △54,818 △42,441

 支払利息 31,784 31,681

 売上債権の増減額（△は増加） 558,353 1,105,588

 たな卸資産の増減額（△は増加） △264,246 △79,356

 仕入債務の増減額（△は減少） △88,388 △453,296

 未払消費税等の増減額（△は減少） 62,725 △127,311

 その他の資産の増減額（△は増加） △74,578 35,285

 その他の負債の増減額（△は減少） 35,423 40,660

 小計 1,005,016 1,279,624

 利息及び配当金の受取額 54,818 42,441

 利息の支払額 △61,389 △61,285

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △253,998 56,788

 営業活動によるキャッシュ・フロー 744,446 1,317,569

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △148,725 △676,180

 貸付けによる支出 △167,079 △214,690

 貸付金の回収による収入 235,309 216,072

 投資活動によるキャッシュ・フロー △80,495 △674,798

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △193 △352

 配当金の支払額 △96,539 △96,442

 財務活動によるキャッシュ・フロー △96,732 △96,795

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 567,218 545,975

現金及び現金同等物の期首残高 4,815,488 6,647,555

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  5,382,707 ※1  7,193,531
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 
当第２四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

税金費用の計算 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１　偶発債務

　金融機関等からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

 12,400千円 11,500千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

運賃保管料 337,500千円 342,067千円

飼料価格安定基金負担金 589,658千円 612,438千円

従業員給与手当 158,412千円 163,230千円

貸倒引当金繰入額 298,299千円 22,911千円

賞与引当金繰入額 31,191千円 33,830千円

退職給付費用 △23,211千円 36,517千円

債務保証損失引当金繰入額 △8,934千円 △8,934千円
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金勘定 5,382,707千円 7,193,531千円

現金及び現金同等物 5,382,707千円 7,193,531千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 96,587 5.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 96,579 5.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント 調整額
(千円)
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額

(千円)
(注２)

飼料事業
(千円)

畜産事業
(千円)

計
(千円)

売上高      

  外部顧客への売上高 22,726,899 919,422 23,646,322 ― 23,646,322

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

462,974 ― 462,974 △462,974 ―

計 23,189,874 919,422 24,109,296 △462,974 23,646,322

セグメント利益 558,823 137,864 696,687 △398,257 298,430
 

(注)１　セグメント利益の調整額△398,257千円には各報告セグメントへ配賦していない費用（管理部門に係る費用

等）394,397千円が含まれております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント 調整額
(千円)
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額

(千円)
(注２)

飼料事業
(千円)

畜産事業
(千円)

計
(千円)

売上高      

  外部顧客への売上高 22,197,784 807,739 23,005,524 ― 23,005,524

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

450,288 ― 450,288 △450,288 ―

計 22,648,073 807,739 23,455,813 △450,288 23,005,524

セグメント利益 588,251 122,470 710,721 △204,381 506,339
 

(注)１　セグメント利益の調整額△204,381千円には各報告セグメントへ配賦していない費用（管理部門に係る費用

等）193,640千円が含まれております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 12円11銭 19円62銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 233,997 378,869

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益金額(千円)

233,997 378,869

普通株式の期中平均株式数(株) 19,317,112 19,315,166
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成27年11月12日

日和産業株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　小　　市　　裕　　之　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　内　　田　　　　  聡    印

 

   
 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日和産業株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日和産業株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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